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論 文 内 容 の 要 旨
1941年から1963年までの問庭, 京都大学外科学第一講座において手術または剖検によ′らて得 られ, 組織
学的に m edulloblastom a と診断された29例および cerebellar sarcom a と診断された13例について, 級
織学的再検討を行い, 更にそれらのうち m edulloblastom a の8例および cerebellar sarcom a の 1例に
ついては電子顕徴的にも観察し, 次の結果を得た｡
1) M edulloblastom a 群と cerebellar sarcom a 群との問には, 組織学的に本質的差異を認めず両者
の問に移行型が存在 し, 電子顕微鏡的にも両群の塵癌細胞は全く同一と認めた｡
2) Sarcom a 群では, 組織学的に結合組織線維に富むが, 電子顕微鏡的に腫癌細胞自身と結合組織線
維とはとくに密接な関係がなく陽原線維は塵癌細胞の細胞間隙および血管周囲腔に認められるのみであっ
た ｡
3) 両群の塵揚細胞が脳軟嘆に浸潤する部では, 一般に結合織の増殖を伴うが, 結合織の特別の構造を
示さないものから, cord-like arrangem ent あるいは glom erular pattern 等の構造を示して cerebellar
sarcom a と診断されるに至るものまで, いろいろの段階があることを認めた｡ これらのことから sar-
com a 群の結合織は塵癌細胞の脳軟膜浸潤に対する反応性増殖によるものと考えた｡
4) 同一腫虜でありながら, 小脳半球表面の硬度が大である部では, 組織学的に cerebellar sarcom a
の特徴を示し, それに連続した小脳深部の軟い部では m edulloblastom a の特徴を示 し, その中間部では
両群の移行を示した4 例を観察 し, うち 1例は電子顕微鏡的にも検討し, 両者の塵癌細胞が全く同一であ
ることを認めた｡
5) 小脳虫部に塵癌があり, 小脳半球表面にも塵癌塊を認めた2例では, 組織学的に虫部は m edullo-
blastom a の組織像を示し, 小脳半球部では cerebellar sarcom a の組織像を示した｡
6) 鷹揚の局在, 発現年令および性別に絶対的差異を認めなかった｡
以上の諸点から F oerster and G agel より最初に記載され, その後多くの人々によって認とめられて
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来ているいわゆる cerebellar sarcom a は m edulloblastom a と本質的に同一であり, 結合織の増殖によ
り特別の構造をとるに至った一つの variantであると考える｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
京大外科における m edulloblastom a 29例, C erebellar Sarcom a 13例の組織学的再検討と, さらにそ
のうち M edulloblastom a 8例と C erebellar Sarcom a l 例の電顕的観察を行なった｡
1) 両群の問に組織学上本質的差違を認めず, 両者の問に移行型が存在 し, 電顕的にも両群の塵癌細胞
はまったく同一と認めた｡
2) 肉腫群における結合織の特異な増殖型式は M edulloblastom a でもある程度見られるもので, 鹿癌
細胞に対する軟脳膜の反応性増殖と考えられるものである0
3) 腰湯の局在, 発現年令および性別にも絶対的差違はない｡
以上およびその他の所見をもあわせ考えて, C erebellar Sarcom a といわれているものは M edull o -
blastom a と本質的に同一であり, 結合織の増殖の程度がつよく特別の構造をとるにいたった M edullo-
blastom a の一つの variant であると結論されるO .
′本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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